令和７年度　研究構想図


三宿小学校教育目標
・やさしい子
・がんばる子
・よく考える子

昨年度の
成果

昨年度の
課題


児童の実態
・自分から学びに向かっていこうとする力が弱い。
・双方向のやり取りにおいて、交流が深まらない。
・じっくりと向き合い、想像したり思考したりする力が
弱い。



２年間の国語科の研究を通して、教員の授業力が向上した。
研究主題に対する理解がきちんと行われていなかった。




課題別研究を行ったことで、教員１人１人の研究に対する意識が高まった。
児童にとって、教員にとってプラスになる校内研究をつくっていく必要がある。
教師の願い
・見通しをもったり、既習の学びを生かしたりして、自分
から学ぼうとする力を付けてほしい。
・話したり、聞いたり、書いて伝えたりする言葉の力を
高め、双方向のやり取りを充実させてほしい。
・集中して課題に向き合い、よく考えて、自分なりの答えを
導き出す経験をたくさん積んでほしい。




児童の国語力が向上しつつある。他教科にも良い影響を与え始めている。
学校全体でより教員同士が「学び合う」研究にしていく必要がある。






令和７年度研究主題
「自ら、ともに学ぶ」児童と教師の育成
―学び方・学ばせ方の探究・改善を通して―




主題達成のための手立て












◆新たな学習の在り方（学び方・学ばせ方）を探究、研究することで、児童の実態に応じた指導の
引き出しが増え、教師の授業力が向上し、児童の学習に向かう姿勢に変化が見られるだろう。
◆児童も教師も「自ら、ともに学ぶ」を合言葉に校内研究を行うことで、主体的な学びと協働的な学
びの両立を図ることができるだろう。






教科グループの選択：国語／算数／体育／専科


教科グループ内での学び合い・課題別研究
指導案検討・研究授業・授業を見合う会
他教科グループとの共有・教科課題別研究発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


◇個別最適・協働的な学び　　　　　◇自由進度学習　　　　　　　　　　　　　　　◇せたがや探究的な学び　　　　　　　等に関する研修


◇双方向の豊かなやり取りが　　行われる交流活動、　　　　　　　　学習活動を模索


児童の実態調査（アンケート）
授業実践
児童の感想・振り返り


◇読書の充実
◇言葉の力の向上
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